
取付・取扱説明書/
保証書

型
名KV-DT10
ワンセグデジタルTVチューナー

LVT1683-001A

－ お買い上げありがとうございます －
ご使用の前に

この｢取付・取扱説明書/保証書｣をよくお読みの
うえ、正しくお使いください。そのあと大切に保管
し、必要なときにお読みください。

所定事項記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管して
ください。保証期間はお買い上げの日から1年間です。

保　証　書
本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年です。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

補修用性能部品の最低保有期間

修理に関するご相談やご不明な点は

修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げ販売店または別紙の「JVCカーAV製品サービス窓口案内」をご覧のうえ最寄りのサービス
窓口にお問い合わせください。

正しく動作しないときは、使用を中止し、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

修理を依頼されるときは 持込修理

修理すれば使用できる製品については、お客様の
ご要望により有料で修理させていただきます。

便利メモ

（　　）　－  
お買い上げ店名

お買い上げ日

修理に際しましては保証書をご提示ください。
保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。

保 証 期 間 中 は 保証期間が過ぎているときは

お客様の個人情報のお取り扱いについて
ご相談窓口におけるお客様の個人情報につきましては、日本ビクター株式会社およびビクターグループ関係会社（以下、当社）にて、下記のと
おり、お取り扱いいたします。
• お客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認連絡に利用させていただきます。
• お客様の個人情報は、適切に管理し、当社が必要と判断する期間保管させていただきます。
• 次の場合を除き、お客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示することはありません。

1 上記利用目的のために、協力会社に業務委託する場合。当該協力会社に対しては、適切な管理と利用目的外の使用をさせない措置をと
ります。

2 法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関から情報開示の要請を受けた場合。
• お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。

保証とアフターサービス　（必ずお読みください）

保証書
型
名 KV-DT10

お
客
様

お
名
前

ふりがな

　　　　　　　　　　  様
ご
住
所

□□□-□□□□　　　　　　電話（　　）　　　ー

お買い上げ年月日 保
証
期
間

お買い上げ日から

本体　1年間　　　年　　　月　　　日
お
買
い
上
げ
店

住
所・
店
名・電
話

お客様へのお願い
1.  本書にお買い上げ年月日、お客様名、お買い上げ販売店名が記載されているかお確かめください。万一記入がない場合は直ちにお買い上げ販売
店にお申し出ください。

2.  ご贈答品などで、本書記載のお買い上げ販売店に修理がご依頼になれない場合は、別紙「JVCカーAV製品サービス窓口案内」をご覧のうえ、最寄
りのサービス窓口にお申し出、ご相談ください。

3. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。
4. 本書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管してください。
5. 保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談ください。

本書は、本書記載内容で、無料修理を行うことをお約束するものです。
1. 保証期間中、取り扱いについての説明書および本体ちょう付ラベル等の
注意書に従った正常な使用状態で故障した場合は、無料修理をさせてい
ただきます。商品と本書をお買い上げの販売店にご持参ご提示のうえ、
修理をご依頼ください。

2. 保証期間中の修理など、アフターサービスについてご不明の場合は、お
買い上げの販売店、または別紙「JVCカーAV製品サービス窓口案内」を
ご覧のうえ、最寄りのサービス窓口にご相談ください。

3. 次のような場合は、保証期間内でも有償修理にさせていただきます。
（1） 本書のご提示がない場合。
（2） 本書にお買い上げ年月日、お客様名、お買い上げ販売店名の記載がない

場合、および本書に記載の字句(製造番号など)を書き換えられた場合。
（3） ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障および損

傷。また、液体流入や異物混入による故障および損傷。
（4） お買い上げ後の輸送、移送、落下、取付場所の移動などによる故障

および損傷。
（5） 火災、地震、風水害、雷、その他天災地変、虫害、塩害、公害、ガス害

（硫黄ガスなど）や異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）に
よる故障および損傷。

（6） 不具合の原因が本製品以外（外部要因）による場合。
（7） 車載用以外〈例えば業務用等への長時間使用、船舶［船舶用製品を

除く］への搭載等〉に使用された場合の故障および損傷。
（8） オーバーホール。
なお、持ち込み修理の対象商品を直接メーカーへ送付した場合の送料は
お客様の負担とさせていただきます。また、出張修理を行なった場合に
は、出張料はお客様の負担とさせていただきます。修理期間中の使用で
きなかったために発生した損失や、不便さに対する補償は致しません。

4. この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお
約束するものです。したがってこの保証書によってお客様の法律上の権
利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理等につい
てご不明の場合は、お買い上げの販売店または別紙の「JVCカーAV製
品サービス窓口案内」にお問い合わせください。

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。
 This warranty is valid only in Japan.

持込修理

© 2006 Victor Company of Japan, Limited 1006MNMMDWMYS

ビクターホームページ http://www.victor.co.jp/
カーAV ホームページ http://www.jvc-victor.co.jp/car/

〒221-8528 横浜市神奈川区守屋町3-12
日本ビクター株式会社

ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼は、お買い上げの販売店にご相談ください。
転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。

修理などのアフターサービスに関するご相談 お買い物相談や製品についての全般的なご相談
JVCカーAV お客様ご相談センター

別紙の「JVCカーAV製品サービス窓口案内」をご覧
ください。

   0120-977-846(フリーコール)
FAX (027)254-8927
受付時間　１０：００～１８：００
（土、日、祝日、当社休日を除く）
〒371-8543 群馬県前橋市大渡町一丁目10番地の1

ご相談や修理は

アンケートおよびユーザー登録のお願い

このたびは、ビクター商品をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
今後のよりよい商品の開発に反映させるために、アンケートおよびユーザー登録にご協力をお願いいたします。
●下記アドレスのホームページより、ご回答ください。

http://www.jvc-victor.co.jp/reg/car/

安全上のご注意　－はじめにお読みください－
絵表示について
この取扱説明書には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意味をよく理解し
てから本文をお読みください。

 警告
• この表示の注意文を無視して、誤った取り扱いをすると、死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

• この表示の注意文を無視して、誤った取り扱いをすると、傷害を
負ったり物的損害が想定される内容を示しています。

● 絵表示の説明 注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

 注意

本機はDC12Vマイナスアース車
専用です。

大型トラックや寒冷地仕様の
ディーゼル車などの24Ｖ車
で使用しないでください。火
災・故障の原因となります。

事故防止のため、電池は幼児の
手の届かないところに保管する。

万一、お子様が飲み込んだ場
合は、ただちに医師と相談し
てください。

 警告
本機を分解したり、改造しない。

事故・火災・感電・故障の原因
となります。

絵が出ないなどの故障や異常の
ままで使用しない。

万一、故障や異常（異物が入っ
た・水がかかった・煙が出る・
変な匂いがするなど）が起
こったら、すぐに使用を中止
し、必ずお買い上げの販売店
にご相談ください。そのまま
使用すると、事故・火災・感電
の原因となります。

ヒューズを交換するときは､必ず規定容
量（アンペア数）のヒューズを使用する。

規定容量以上のヒューズを使
用すると、火災・故障の原因と
なります。

コード類は、取付・取扱説明書の
指示に従い、運転操作の妨げと
ならないよう、まとめておく。

ステアリングやシフトレバー、
ブレーキペダルなどに巻き付
くと事故の原因となります。

車両電源配線用コード以外で延長しない。
コードの被覆が破れ、ショート・
発熱により火災となったり電源
容量オーバーにより火災の原因
となります。

分解禁止

自動車を運転中にモニターなどの画面
を見たり音量調節等の操作をしない。

このような操作は、必ず安全
な場所に車を停車させてから
行なってください。

正しく配線する。
正しく配線を行わないと発火
や事故の原因となります。特に
リード線がねじやシートレール
の可動部に、かみ込まれないよ
うに固定してください。

フィルムアンテナは正しい位置
に取り付ける。

フィルムアンテナは、運転中
の視界を妨げない位置を選ん
で取り付けてください。事故
の原因となります。

配線作業中は、バッテリーの 端
子のコードを外す。

ショート事故による感電やけ
が、火災の原因となります。

電源リード線の被覆を切って、他の機器の電
源コードを接続することは絶対にしない。

リード線の電流容量をオーバー
し、火災・感電の原因となります。

車体に穴を開けて取り付ける場合は、
パイプ類、タンク、電気配線などの位
置を確認の上、これらと干渉や接触す
ることがないよう注意して行う。

交通事故や火災の原因となり
ます。

 注意

電池をリモコン内に挿入する場合は、
極性表示（プラス とマイナス ）
に注意し、内部の表示通りに入れる。

間違えますと電池の破裂、液も
れにより、けがや周囲を汚す原
因となることがあります。

指定の電池以外は使用しない。
電池の破裂、液もれにより、
けがや周囲を汚す原因とな
ることがあります。

電池をショートさせたり、分解や過
熱をしたり、火や水の中に入れない。

電池の破裂、液もれにより
火災やけがの原因となるこ
とがあります。

リチウム電池を廃棄するときは、電池
に絶縁テープ等を張って絶縁し、「所
在自治体の指示」に従って廃棄する。

他の金属片等と、そのまま
一緒に廃棄するとショート
して発火、破裂の原因とな
ることがあります。

本機を車載用以外には使用しない。
感電やけがの原因となるこ
とがあります。

雨が吹き込むところなど水のか
かる位置や、湿気やほこりの多い
位置への取り付けは避ける。

本機に水や湿気、ほこりが混入
しますと発煙や発火・故障の原
因となることがあります。

直射日光にさらされたり、暖房の熱
に直接さらされるなど極端に高熱
になる位置への取り付けは避ける。

発煙や発火・故障の原因と
なることがあります。

本機の取り付けや取り外し・配線
には、専門技術と経験が必要です。

取り付けが困難な場合はお
買い上げの販売店に依頼し
てください。場合によって
は、本機が熱くなっているこ
とがありますので火傷やけ
がに十分ご注意ください。

必ず付属の部品を指定通り使用する。
指定以外の部品を使用する
と、機器内部の部品をいため
たり、しっかりと固定できず
に外れたりして事故やけがの
原因となることがあります。

本機を不安定な位置に取り付け
ない。

正しい設置を行わないと、
事故や故障の原因となるこ
とがあります。

主な仕様 • 本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変
更することがあります。

接
続
端
子

音声出力 AUDIO OUT 250mVrms
リモコン受信ユニット端子 REMOTE SENSOR
映像出力 VIDEO OUT 1Vp-p/75Ω
アンテナ入力 ANT IN 入力インピーダンス 50Ω

チ
ュ
ー
ナ
ー
部

受信周波数 470MHz～770MHz（UHF 13ch ～ 62ch）

最小入力レベル ‒96dBm

電
源
部•

そ
の
他

電源電圧 DC14.4V（11V～16Vで使用可能)
マイナスアース車専用

保管温度 ‒20℃ ～ +80℃
動作温度 ‒5℃ ～ +50℃
外形寸法 約 幅94.5mm × 高さ23.0mm × 奥行116.0mm
質量 約180g（付属品を含まず）

EPG（電子番組表）、双方向データサービス、音声切換、字幕放送/データ放送には対応していません。 
このワンセグデジタルTVチューナーは日本国内用です。外国では放送方式が異なりますので使用できません。 
(This DIGITAL TV TUNER unit can not be used in foreign countries as designed for Japan only.)

地上デジタル放送チャンネル一覧表（ご参考）
地域名 北海道（札幌） 北海道（函館） 北海道（旭川） 北海道（帯広） 北海道（釧路） 北海道（北見） 北海道（室蘭） 宮城

チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
・
放
送
局
名

3 NHK総合・札幌 3 NHK総合・函館 3 NHK総合・旭川 3 NHK総合・帯広 3 NHK総合・釧路 3 NHK総合・北見 3 NHK総合・室蘭 3 NHK総合・仙台
2 NHK教育・札幌 2 NHK教育・函館 2 NHK教育・旭川 2 NHK教育・帯広 2 NHK教育・釧路 2 NHK教育・北見 2 NHK教育・室蘭 2 NHK教育・仙台
1 北 海 道 放 送 1 北 海 道 放 送 1 北 海 道 放 送 1 北 海 道 放 送 1 北 海 道 放 送 1 北 海 道 放 送 1 北 海 道 放 送 1 東 北 放 送
5 札幌テレビ放送 5 札幌テレビ放送 5 札幌テレビ放送 5 札幌テレビ放送 5 札幌テレビ放送 5 札幌テレビ放送 5 札幌テレビ放送 8 仙 台 放 送
6 北海道テレビ放送 6 北海道テレビ放送 6 北海道テレビ放送 6 北海道テレビ放送 6 北海道テレビ放送 6 北海道テレビ放送 6 北海道テレビ放送 4 宮城テレビ放送
8 北海道文化放送 8 北海道文化放送 8 北海道文化放送 8 北海道文化放送 8 北海道文化放送 8 北海道文化放送 8 北海道文化放送 5 東 日 本 放 送
7 テレビ北海道 7 テレビ北海道 7 テレビ北海道 7 テレビ北海道 7 テレビ北海道 7 テレビ北海道 7 テレビ北海道

地域名 秋田 山形 岩手 福島 青森 東京 神奈川 群馬

チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
・
放
送
局
名

1 NHK総合・秋田 1 NHK総合・山形 1 NHK総合・盛岡 1 NHK総合・福島 3 NHK総合・青森 1 NHK総合・東京 1 NHK総合・東京 1 NHK総合・東京
2 NHK教育・秋田 2 NHK教育・山形 2 NHK教育・盛岡 2 NHK教育・福島 2 NHK教育・青森 2 NHK教育・東京 2 NHK教育・東京 2 NHK教育・東京
4 秋 田 放 送 4 山 形 放 送 6 IBC岩 手 放 送 8 福 島 テ レ ビ 1 青 森 放 送 4 日本テレビ放送網 4 日本テレビ放送網 4 日本テレビ放送網
8 秋 田 テ レ ビ 5 山 形 テ レ ビ 4 テ レ ビ 岩 手 4 福島中央テレビ 6 青 森 テ レ ビ 6 東 京 放 送 6 東 京 放 送 6 東 京 放 送
5 秋田朝日放送 6 テレビュー山形 8 岩手めんこいテレビ 5 福 島 放 送 5 青 森 朝日 放 送 8 フジテレビジョン 8 フジテレビジョン 8 フジテレビジョン

8 さくらんぼテレビジョン 5 岩手朝日テレビ 6 テレビュー福島 5 テ レ ビ 朝 日 5 テ レ ビ 朝 日 5 テ レ ビ 朝 日
7 テ レ ビ 東 京 7 テ レ ビ 東 京 7 テ レ ビ 東 京
9 東京メトロポリタンテレビジョン 3 テレビ神奈川 3 群 馬 テ レ ビ

地域名 茨城 千葉 栃木 埼玉 長野 新潟 山梨 愛知

チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
・
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送
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1 NHK総合・水戸 1 NHK総合・東京 1 NHK総合・東京 1 NHK総合・東京 1 NHK総合・長野 1 NHK総合・新潟 1 NHK総合・甲府 3 NHK総合・名古屋
2 NHK教育・東京 2 NHK教育・東京 2 NHK教育・東京 2 NHK教育・東京 2 NHK教育・長野 2 NHK教育・新潟 2 NHK教育・甲府 2 NHK教育・名古屋
4 日本テレビ放送網 4 日本テレビ放送網 4 日本テレビ放送網 4 日本テレビ放送網 4 テ レ ビ 信 州 6 新 潟 放 送 4 山 梨 放 送 1 東海テレビ放送
6 東 京 放 送 6 東 京 放 送 6 東 京 放 送 6 東 京 放 送 5 長野朝日放送 8 新潟総合テレビ 6 テ レ ビ 山 梨 5 中部日本放送
8 フジテレビジョン 8 フジテレビジョン 8 フジテレビジョン 8 フジテレビジョン 6 信 越 放 送 4 テレビ新潟放送網 6 名古屋テレビ放送
5 テ レ ビ 朝 日 5 テ レ ビ 朝 日 5 テ レ ビ 朝 日 5 テ レ ビ 朝 日 8 長 野 放 送 5 新潟テレビ21 4 中京テレビ放送
7 テ レ ビ 東 京 7 テ レ ビ 東 京 7 テ レ ビ 東 京 7 テ レ ビ 東 京 10 テ レ ビ 愛 知

3 千葉テレビ放送 3 とちぎテレビ 3 テ レ ビ 埼 玉

地域名 石川 静岡 福井 富山 三重 岐阜 大阪 京都
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
・
放
送
局
名

1 NHK総合・金沢 1 NHK総合・静岡 1 NHK総合・福井 3 NHK総合・富山 3 NHK総合・津 3 NHK総合・岐阜 1 NHK総合・大阪 1 NHK総合・京都
2 NHK教育・金沢 2 NHK教育・静岡 2 NHK教育・福井 2 NHK教育・富山 2 NHK教育・名古屋 2 NHK教育・名古屋 2 NHK教育・大阪 2 NHK教育・大阪
4 テ レ ビ 金 沢 6 静 岡 放 送 7 福 井 放 送 1 北 日 本 放 送 1 東海テレビ放送 1 東海テレビ放送 4 毎 日 放 送 4 毎 日 放 送
5 北陸朝日放送 8 テ レ ビ 静 岡 8 福井テレビジョン放送 8 富山テレビ放送 5 中部日本放送 5 中部日本放送 6 朝 日 放 送 6 朝 日 放 送
6 北 陸 放 送 4 静岡第一テレビ 6 チューリップテレビ 6 名古屋テレビ放送 6 名古屋テレビ放送 8 関西テレビ放送 8 関西テレビ放送
8 石川テレビ放送 5 静岡朝日テレビ 4 中京テレビ放送 4 中京テレビ放送 10 読売テレビ放送 10 読売テレビ放送

7 三重テレビ放送 8 岐 阜 放 送 7 テ レ ビ 大 阪 5 京 都 放 送

地域名 兵庫 和歌山 奈良 滋賀 広島 岡山 島根 鳥取
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
・
放
送
局
名

1 NHK総合・神戸 1 NHK総合・和歌山 1 NHK総合・奈良 1 NHK総合・大津 1 NHK総合・広島 1 NHK総合・岡山 3 NHK総合・松江 3 NHK総合・鳥取
2 NHK教育・大阪 2 NHK教育・大阪 2 NHK教育・大阪 2 NHK教育・大阪 2 NHK教育・広島 2 NHK教育・岡山 2 NHK教育・松江 2 NHK教育・鳥取
4 毎 日 放 送 4 毎 日 放 送 4 毎 日 放 送 4 毎 日 放 送 3 中 国 放 送 4 西 日 本 放 送 8 山陰中央テレビジョン放送 8 山陰中央テレビジョン放送
6 朝 日 放 送 6 朝 日 放 送 6 朝 日 放 送 6 朝 日 放 送 4 広島テレビ放送 5 瀬戸内海放送 6 山 陰 放 送 6 山 陰 放 送
8 関西テレビ放送 8 関西テレビ放送 8 関西テレビ放送 8 関西テレビ放送 5 広島ホームテレビ 6 山 陽 放 送 1 日本海テレビジョン放送 1 日本海テレビジョン放送
10 読売テレビ放送 10 読売テレビ放送 10 読売テレビ放送 10 読売テレビ放送 8 テレビ新広島 7 テレビせとうち
3 サンテレビジョン 5 テレビ和歌山 9 奈良テレビ放送 3 び わ 湖 放 送 8 岡 山 放 送

地域名 山口 愛媛 香川 徳島 高知 福岡 熊本 長崎

チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
・
放
送
局
名

1 NHK総合・山口 1 NHK総合・松山 1 NHK総合・高松 3 NHK総合・徳島 1 NHK総合・高知 3 NHK総合・福岡 1 NHK総合・熊本 1 NHK総合・長崎
2 NHK教育・山口 2 NHK教育・松山 2 NHK教育・高松 2 NHK教育・徳島 2 NHK教育・高知 3 NHK総合・北九州 2 NHK教育・熊本 2 NHK教育・長崎
4 山 口 放 送 4 南 海 放 送 4 西 日 本 放 送 1 四 国 放 送 4 高 知 放 送 2 NHK教育・福岡 3 熊 本 放 送 3 長 崎 放 送
3 テ レ ビ 山 口 5 愛媛朝日テレビ 5 瀬戸内海放送 6 テ レ ビ 高 知 2 NHK総合・北九州 8 テ レ ビ 熊 本 8 テ レ ビ 長 崎
5 山口朝日放送 6 あ い テ レ ビ 6 山 陽 放 送 8 高知さんさんテレビ 1 九州朝日放送 4 熊本県民テレビ 5 長崎文化放送

8 テ レ ビ 愛 媛 7 テレビせとうち 4 RKB毎日放送 5 熊本朝日放送 4 長崎国際テレビ
8 岡 山 放 送 5 福 岡 放 送

7 TVQ九州放送
8 テレビ西日本

地域名 鹿児島 宮崎 大分 佐賀 沖縄
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
・
放
送
局
名

3 NHK総合・鹿児島 1 NHK総合・宮崎 1 NHK総合・大分 1 NHK総合・佐賀 1 NHK総合・那覇
2 NHK教育・鹿児島 2 NHK教育・宮崎 2 NHK教育・大分 2 NHK教育・佐賀 2 NHK教育・那覇
1 南 日 本 放 送 6 宮 崎 放 送 3 大 分 放 送 3 サ ガ テ レ ビ 3 琉 球 放 送
8 鹿児島テレビ放送 3 テ レ ビ 宮 崎 4 テ レ ビ 大 分 5 琉球朝日放送
5 鹿 児 島 放 送 5 大分朝日放送 8 沖縄テレビ放送
4 鹿児島読売テレビ

リモコン（RM-RK242）の使いかた

使用上の注意
• リモコン受光部に正しく向けてボタンを押し
ます。
• 操作範囲は受光部正面より約±30度の範囲で
すが、斜めから操作すると受信しにくくなり
ます。
• 受光部に直射日光などの強い光が当たらない
ようにしてください｡また 、受光部の前に障害
物を置かないでください（動作しないことが
あります）。
• リモコンに付属の電池は動作確認用です。早
めに新しい電池(CR2025：市販品)と交換し
てください。

長時間直射日光が当たる場所(ダッシュボー
ドの上など)に、リモコンを置かないでくださ
い。変形や故障の原因となります。

電池の入れかた

• 電池の交換時期（目安）は…
リモコン操作のできる距離が短くなったり、動作が
不安定になってきたときは、電池が消耗していま
す。新しい電池と交換してください。
使用済みの電池は、絶縁テープなどを張って絶縁し、
「所在自治体の指示」に従って廃棄してください。

1  （電源）ボタン
電源を「入/切」します。

2 S
セ ッ ト

ET（決定）ボタン
メニューの内容を決定するとき、チャンネル情
報を表示するときに使用します。

3 M
メ ニ ュ ー

ENU（メニュー）ボタン
メニュー画面を表示します。

4 2 35∞ボタン
チャンネルを選ぶとき、メニューを操作するときに
使用します。

5 E
エ ク ス ト ラ

XTRA M
モ ニ タ ー

ONITOR用ボタン
本機に接続した当社製のモニターを操作すると
きに使用します。詳しくはモニターの取扱説明
書を参照してください。

6 DVD/R
レ シ ー バ ー

ECEIVER用ボタン
本機に接続した当社製のDVDレシーバーを操
作するときに使用します。詳しくはDVDレシー
バーの取扱説明書をご覧ください。
お持ちの当社製DVDレシーバーに付属してい
るリモコンが、RM-RK230、RM-RK240または
RM-RK241のときは、本機のリモコンで操作で
きます。

お使いになる前に本機を設置して、必ず以下の設定を行なってください。

テレビを見る前に

各部の名前

1  （電源）ボタンを押す

2 MENU（メニュー）ボタンを押す
メニュー画面が表示されます。

3 5∞ボタンを押して「オートメモリー」を選
び、SET（決定）ボタンを押す
オートメモリー画面が表示されます。

4 「開始」を選び、SET（決定）ボタンを押す
オートメモリーが始まります。
オートメモリーが終了すると、チャンネルリストに設定された
チャンネルの一番小さい番号（通常は1ch）が表示されます。

1　NHK総合・東京
2　NHK教育・東京
3
4　日本テレビ
5　テレビ朝日
6　TBS

NHK総合・東京 27 1 ch

接続モニター設定

16：9
  4：3

オートメモリー

【決定】キーでキャンセル

メニュー

チャンネルリスト
オートメモリー
接続モニター設定

記憶したチャンネルを確認するときは

1 MENU（メニュー）ボタンを押す
メニュー画面が表示されます。

2 5∞ボタンを押して「チャンネルリスト」を
選び、SET（決定）ボタンを押す
設定されたチャンネルが、チャンネル番号の小さい順に表
示されます。
次画面があるときは5∞ボタンをつづけて押して、次画面を表
示させます。
5∞ボタンを押してチャンネルを選び、SET（決定）ボタンを押
すと、選ばれたチャンネルの番組が表示されます。

テレビを見る

放送局を探して記憶する
購入後初めて本機をご使用するときや、移動して受信地域が変わったときは放送局の記憶が必要です。

1 （電源）ボタンを押す
前回見ていたチャンネルが表示されます。
選ばれたチャンネルが受信できないときは、「受信できま
せん」と表示されます。
電源を切るときは、もう一度  （電源）ボタンを押します。

2 チャンネルを選ぶ
リモコンの5∞2 3ボタンを押す
・ 5∞ボタンを押すと、記憶された次のチャンネルが表示さ
れます。

・ 2 3ボタンを押すと、受信できるチャンネルを自動的に
探します（オートサーチ機能）。

● 県境、近隣地域では受信感度の強い放送局が登録されます。
● オートメモリーを途中で終了した場合は、オートメモリー前の
チャンネルリストになります。

● オートメモリー中は本機の電源を「切」にしないでください。
  (電源を「切」にした場合は誤作動を起こすことがあります)
● 地上デジタル放送は地域(都道府県)ごとの放送のため、地域が
異なると、番組内容が変わります。

● 地域が異なると放送局の周波数が変わります。
 地域が変わったら、もう一度オートメモリーまたはチャンネル
選局が必要となります。

ご注意

NHK総合・東京 27 1 ch 放送局名

NHK総合・東京 27 1 ch

チャンネル番号
(記憶したチャンネル)/
AUTO（オートサーチ時）*物理チャンネル

画面サイズを変更する

1 MENU（メニュー）ボタンを押す
メニュー画面が表示されます。

2 5∞ボタンを押して「接続モニター設定」を
選び、SETボタンを押す

3 5∞ボタンを押してモニターに表示させる画面
サイズを選び、SET（決定）ボタンを押す
・ 16：9、4：3のどちらかを選びます。

チャンネル情報 
SET（決定）ボタンを押すと、放送局名、物理チャンネル、チャンネル番号が表示されます。
表示を消すときは、もう一度SET（決定）ボタンを押します。

ご注意

・ 地上デジタル放送は、地上アナログ放送との混
信を避けるため、エリアによっては非常に小さ
い出力で開始されます。そのため、受信可能エリ
アが限定されます。また、受信障害がある環境で
は、エリア内でも受信できないことがあります。

・ 地上デジタル放送開始等の確認は、お近くの
TV局にお問い合わせいただくか、もしくは
D-pa（社団法人地上デジタル放送推進協会）
ホームページをご覧ください。

 http://www.d-pa.org/

リモコン

モニター画面

イメージ

* 地上デジタル放送は、UHF放送の周波数
（13～62ch）を使って放送されます。この
放送局ごとの周波数を物理チャンネルと
呼びます。

イメージ

2006年10月現在

イメージ



● 安全のため、運転や視界、またエアバッグなど安全装置
の妨げにならない位置に取り付けてください。

● 取り付けには車の保安部品のボルトやナットを絶対に使用しな
いでください。

● フィルムアンテナは、運転中の視界を妨げない位置に取り
付けてください。

● 作業中のショート事故防止のため、必ずバッテリーの 端
マイナス
子

のコードを外しておいてください。

● 車体やねじ部分、シートレール等の可動部に配線をはさみ
込まないよう注意してください。

　

● 取り付ける前に仮接続をして本機が正しく動作するか確認
してください。

セット一覧表　－取り付け前にお確かめください－

本体 × 1（赤色線・黒色線、各2.5m）
マジックテープ × 2（オス・メス 各2） リモコン（RM-RK242） × 1　リチウム電池（CR2025） × 1

　　

リモコン受光部 × 1（コード3m）　両面テープ × 1 コードクランパー （金属） × 3　（プラスチック） × 3

オーディオ・ビデオコード（白色・赤色・黄色、各3m）フィルムアンテナ × 1

アンテナコード × 1（4m）　アース板 × 1 クリーナー × 1

● 万一、不足しているものがありましたら、お手数ですがお買い上げの販売店またはJVCカーAV製品サービ
ス窓口までご連絡ください。

取り付ける前に　－必ずお読みください－

● 本機を取り付けるときは、水平な場所を選びパーキングブレーキをかけ、エンジンキーを「OFF」にしてか
ら行なってください。

● 本機は、DC12Ｖマイナスアース車専用です。大型トラックなどのDC24Ｖ車には使用できません。
● 配線をするときは、車両電源配線用コード以外で延長しないでください。
　 コードの被覆が破れ、ショート・発熱により火災となったり電流容量オーバーにより火災の原因となります。

ご注意

フィルムアンテナ取り付けについて
取り付け上の注意
• 保安基準※に適合させるため、本書をよくお読みになり正しく取り付けてください。
※保安基準とは、道路運送車両の保安基準第29条第4項第7号に対する、平成11年12月27日付けの運輸省
(現、国土交通省)令第820号をいいます。

• 車室内にはり付けるアンテナはエアコン用モーターなどから出るノイズにより、テレビの映りが悪くなるこ
とがありますが故障ではありません。
• アンテナはフロントウインドウ専用です。フロントウインドウ以外の場所にははり付けないでください。
• 車種によってははり付けられない場合があります。その場合は販売店にご相談ください。
• 熱線反射ガラスや断熱ガラス、電波不透過ガラスなど電波を通さないガラスを使用した車種の場合には受信
感度が極端に低下します。その場合はお買い上げの販売店に確認してください。
• 必ず車内のはり付け場所に市販のテープなどでいったんフィルムアンテナを仮止めして、お使いのラジオや
テレビにノイズなどが入らないか確認してください。ノイズが入る場合はフィルムアンテナの位置を調節し
てください。
• フィルムアンテナの透明フィルムやアンプの裏面のシートをはがした後は、給電端子などに手を触れないで
ください。静電気による故障や汗などの汚れで接触不良の原因となります。
• ピラーにフロントエアバッグを搭載している車両にははり付けることができません。
• 必ずフロントウインドウの指定の位置にはり付けてください。
• フィルムアンテナを折り曲げないように、注意して取り扱ってください。
• 作業場所は風が無く、空気中にごみ、ほこりなどが無い場所を選んでください。
• 低温下で作業をおこなうときは、接着力の低下を防ぐため車内ヒーターやデフロスタースイッチをONにし
てフロントウインドウを暖めてから作業を行なってください。
• フロントウインドウにTVダイバーシティ・FM多重用フィルムアンテナなどをすでにはり付けている場合
は、各アンテナから10cm以上程度離してはり付けてください。このため指定の位置や寸法内にはり付けられ
ないことがあります。その場合は、お買い上げの販売店にご相談してください。
• 一度はり付けてからはがすと粘着力が弱くなるので、はり直しできませんので、必ずコードおよびフィルムア
ンテナを仮止めしコードの引き回しなどを十分に確認してからはり付けてください。

次のような場所では映りにくいことがあります
• ビルとビルの間。
• 上空を飛行機が通過または、電車が近くを通過している場所。
• 送電線が近くにある場所。
• 放送局から遠い場所。
• 山かげや木立のかげになる場所。
• 自動車、バイク、高圧線、ネオンサインなどが近くにある場所。
• ラジオ放送、アマチュア無線局の送信アンテナが近くにある場所。
• トンネルや地下駐車場、立体駐車場など。● 取り付けは必ず付属の部品（ねじなど）を指定通り使用し、

しっかり固定してください。
● ねじやナットを締めるとき、他の配線をはさみ込まないようご
注意ください。

● 取り付けが困難な場合はお買い上げの販売店にご相談く
ださい。

● 次のような位置には本機を取り付けないでください。
・ 直射日光にさらされたり、暖房の熱に直接さらされるなど極
端に高熱になる位置

・ 雨が吹き込むところなど水のかかる位置や、湿気やほこりの
多い位置

・ 振動の多い位置や、不安定な位置
・ フロアマットの下など換気の悪い位置
・ 燃えやすい物の近く

● 付属のリチウム電池の取り扱いについて
・ 幼児の手の届かないところに保管してください。
・ 充電・ショート・分解・加熱・火に投入しないでください。
・ 他の金属と混ぜないでください。
・ 廃棄または保存するときはテープなどを巻きつけて絶縁して
ください。

・ 金属製のピンセットなどでつかまないでください。

本体、リモコン受光部、フィルムアンテナの取り付け

フィルムアンテナはり付け位置（右ハンドル車の場合）

車内から見た図

フロントウィンドウの角から
10cm以上離す

他のナビゲーションTVアンテナやFM
多重アンテナからは10cm以上離す

点検シール、検査標章に
重ねないでください。

取り付け許容範囲について

給電端子は必ず取り付け許容範囲内
（　　　部）に取り付けてください。
取り付け許容範囲外に取り付けると
車検時に不適合となります。

必ずお守りください

運転に安全な視野を確保し、性能を十分に発揮させるために必ず「取り付け許容範囲」の位置には
り付けてください。アンテナはアースを車体の金属部にはり付けてピラーなどの内張りでおさえ
るため、車体の金属部に届く範囲にはり付けてください。また、「取り付け許容範囲」外にはり付け
ると道路運送車両の保安基準に適合せずに車検時に不適合となります。

1 フィルムの仮位置を決める
● 「フィルムアンテナはり付け位置」、
「取り付け許容範囲について」をご覧
になり、仮位置を決めてください。

● フィルムアンテナのはり付けの際、
車内の内張り(ピラー、ルーフライ
ニングなど)にアンプが当たらない
ように仮位置をきめます。

2 車内の内張り（ピラーカバー、ルー
フライニングなど）を取り外す

本体、リモコン受光部、フィルムアンテナの取り付け

セラミックラインの上には
はり付けないでください。 セラミックライン

（フロントウインドウ端の黒い部分、およ
び黒いドット(点々のこと)部分）

セラミックラインの下端から100mm

セラミックラインの右端から25mm

給電端子

ピラーカバー

ルーフライニング

内張り

フィルムアンテナ
フロントウインドウ

エレメント

フロントウインドウ

フロントウインドウ

はり付け位置

給電端子 エレメント

エレメントにそって柔らかい布、樹脂ヘラ
などで丁寧に押し付けてください。

※ エレメントがフィルムと一緒にはがれた場合は、
フィルムを元に戻して再度エレメント上から柔らか
い布、樹脂ヘラなどで丁寧に押し付けてください。

小さい方の給電端子(プラス端子)にアース板
が触らないように置きます。

給電端子アース板 エレメント

給電端子

赤色のシート

エレメント

セラミックライン

ピラーの
金属部

アース板

コード

突起部

アース板
(裏面のシートをはがしてからはり付けます。)

エレメント

アンプ

コード

アンプ

接続

エレメント

コードクランパー

アンテナコード

アンテナコード コードクランパー
(裏面のシートをはがして、は
り付けてください。)

安全な視野が確保できるようにア
ンテナコードを配線してください。

必ずお守りください

● 直射日光の当たるダッシュボードの上には、絶対に取り付けないでください。高温により故障する恐れがあります。
● リモコンの信号がとどく範囲内に取り付けてください。

リモコン受光部の裏面に両面テープ
をはり、センターコンソールなどの
平らな面にはり付けます。

リモコン
受光部

3 コードを引き回す仮位置を決める

4 フロントウインドウ内側の汚れ、油など
を取り除く
フィルムアンテナをはり付ける場所の湿気、ホコリ、汚
れ、油などを付属のクリーナーで取り除いてください。

5 フィルムアンテナの構成とセパレーターのはがしかた
フィルムアンテナは3層に分かれています。

スリットの入っている（①）部分のセパ
レーターをはがしてください。

フィルムとセパレーターの間にエレメ
ントが挟まれています。
(エレメントの広い部分が給電部です。)

残りのセパレーター(②)の部分と(③)
部分をスリットからはがし、フロントウ
インドウに密着させてください。

6 フィルムをフロントウインドウ
にはり付ける
フロントウインドウ面のはり付け位置にフィ
ルムアンテナを合わせてはり付けその際、エ
レメント部分に空気が入ったり、シワが寄ら
ないようにゆっくりと端からはり付けます。
※ 必ず乾いたフロントウインドウにはり
付けてください。

※ 残った透明フィルムの給電端子とエレメ
ント上から柔らかい布、樹脂ヘラなどで丁
寧にしごいてください。(加圧が不足する
と透明フィルムをはがす際にエレメント
がはがれたり断線する恐れがあります。)

8 アンテナコードのアース部をはり
付ける
アース板を下図の様にエレメント部分にある給
電端子に合わせてください。

7 フィルムをはがす
エレメントがフロントウインドウ面にはり付い
ていることを確認しながら、ゆっくりと丁寧に
フィルムをはがします。

9 アンプをエレメントにはり付ける
● アンプカバー裏面の赤色のシートをはがします。
● アンプカバーの突起部とエレメントの境
目をあわせて、アース板の上からアンプカ
バーをはり付けます。

10 アース部を車の金属部にはり
付ける
アース板裏面にあるシートをはがしてピ
ラーの金属部にはり付けます。
※ ピラーの金属部の塗装は、はがさないで
ください。

11 コードの配線
コードクランパーでアンテナコードを固定しながら配線し、アンテナコード類は運転操作の妨げ
とならないように配線してください。

12 リモコン受光部の取り付け

13 本体の取り付け
● 本体の裏面2個所に付属のマジックテープをはり付ける。
● グローブボックスの下、センターコンソール側面の平らな面で運転の妨げにならない場所
などにはり付けます。

アンテナ、電源、映像・音声は以下の図に従って接続してください。
※最初に必ずアースを車の金属部に接続してください。

透明フィルム

エレメント

セパレーター

給電端子

スリット
①

（この電池は動作確認用です）

フィルムアンテナ
アース板

アンテナコード　4m

ヒューズ（3A）
コード　赤色　2.5m

コード　黒色　2.5m

コード　3m

オーディオ・ビデオコード
3m

リモコン受光部

ACC
車のエンジンスイッチのON/OFF
によって電源が供給/停止される
電源回路に接続してください。

アース
車の金属部に必ず接続してください。
製品の発煙、故障を防ぐために、接続作業の最初
に必ず車の金属部に接続してください。

ヒューズを交換するときは、必
ず同じ容量のヒューズと交換し
てください。

本体

白色・赤色
音声入力

黄色
映像入力

黄色 白色 赤色

スリット

①

②

③

アンテナコードの取りはずしかた

突起を押しながら、引き抜き
ます。

左ハンドル車の
取り付け位置
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